
第4回慢性期医療を考える会アンケート結果について

１　貴院、貴施設について教えてください。

２　本日の講演について、それぞれご感想をお聞かせ下さい。



●公演Ⅱが勉強になった。
「看護師の連携が強化されないといけない。誤嚥性肺炎に対する、メデケーションがあるのに目からウロコでした。」
「甲賀先生のお話が良かった。できれば資料がいただきたかった。」
「公演Ⅱの胃癌に関する資料があったら後でもっと見直しをして勉強が出来るので資料があった方が良かった。」

●人同士の連携が大事だとわかった。
「わかり易く、人の力がとても大きく感じられて良かった。」
「連携に対する人材投与の大切さがわかった。」
「一歩進む意識を共有する事が重要だと感じた。」

●市内の連携について、病院としての関わり方を考えたい。
「（県立総合病院と）市立病院との連携が必要ではないか。」
「尾道の取組がわかり良かった。静岡市も総合病院が中心になり、在宅連携を強化してほしい。」

●リハビリ病院の話が聞きたい。
「リハビリ病院の役割、リハビリ病院の考え方など関わっている医師の話をききたい。」
「慢性期のリハビリの目標を知りたい。機能維持が目標？」

●在宅に関わっている診療所医師の話を聞きたい。
「在宅医療を行っている診療所の話をききたい
（どんなことをしているか・家族との関わり・ステーションとの関わり方・問題・要望など）」
「ホームドクターについて（家族側から見て、オールマイティに診てもらえるDrを探したいが、手段がわからない）」
「訪問診療、在宅看取りの実際について知りたいです。」

●事例・取組を聞きたい。
「今回のように疾病の予防改善策に対する取組をお願いします。在宅での安定した生活を送る為にも必要と考えます。」
「退院に向けての支援、地域医療連携の進め方を知りたい」
「緊急時や急変時の対応」
「介護事業所で医療の連携の事例など」
「在宅で看取りを家族にどの様に教えるのか。最期を在宅で迎える為の取組を、紹介して下さい。」
「入院中の患者と家族に在宅療養をされている場の情報の伝える方法が聞きたいです。」

●医療経済について聞きたい。
「医療経済（具体的に）」

●内容以外での要望
「土本先生の様に、医師の言葉で地域医療連携に必要なことを熱く語って下さるような講演を希望します。」
「急性期HPの中での地域連携に関連した研修や、連携の為のスキルUPについての勉強会など」
「多くの職種で情報共有出来る様な講演の継続を望みます。」

●国・地方行政機関への要望
「高期高齢者医療（老人医療）は益々需要が増えるのに国は予算削減しようとしているのは矛盾している。
在宅医療にするにしても、それなりの国の予算が無いと進まないと思います。」
「医療費や食事など、減額になる制度の説明を、もっと市役所に積極的になってもらいたい。」
「今後のさらなる高齢化に対してベッドが足りないと思います。」

●連携体制についての要望
「連携（病院⇔在宅）が上手に取れない」
「清水HPとの連携がスピーディにとりにくい。在宅をスムーズに移行する方向で考えてほしい。」
「在宅で療養していて、途中で体調の悪くなった時の入院がスムーズに出来れば有難い。
また、往診医がいない時の看取りが、上手くいくシステムがあれば良いと思う。」

講演総評

今後の講演希望

病院や行政に対する意見



「介護職としてでは無く、医療という視点でかかりつけ医との連携を密にして関わりたいと思います。」
「静岡市のHPより退院される場合、入院前と状況が変化していても、
退院前カンファレンス無く、いきなり明日退院と言われて出て行くケース多く、
また在宅医参加のカンファレンスない状況。連携強化してほしい。」
「入院が長期となると、在宅への不安は大きいです。在宅の様子を知る場が欲しいです。」
「居宅介護支援事業所のナースとして何かあった時に相談しやすい環境を整えて頂きたい。」

●その他
「慢性期医療は、医療保険の対象とすべきかどうか。」
「他施設の方々の講演を聞くのは新鮮であった。院外だけでなく、他施設の方々と会える会が楽しみになっています。
ありがとうございました。」
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